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蒲郡地区 大塚地区蒲郡地区 
  み と   

大塚地区 蒲郡地区

御津地区御津地区 

じんの じんの 

神野地区（西）神野地区（西） 

  じんの 

神野地区（東）神野地区（東） 

 たはら 

田原地区田原地区 
あけみ 

明海地区明海地区 
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三河港の概要（平成 年改訂 目標年次平成17年）三河港の概要（平成７年改訂：目標年次平成17年）三河港の概要（平成７年改訂：目標年次平成17年） 

主要貨物は完成自動車で 全体の約74％を占めている 臨海部及び周辺地域には世界有数の自動車産業が・主要貨物は完成自動車で、全体の約74％を占めている。臨海部及び周辺地域には世界有数の自動車産業が主要貨物は完成自動車で、全体の約74％を占めている。臨海部及び周辺地域には世界有数の自動車産業が 

集積しており 平成21年の輸出入完成自動車の取扱台数は約75万台 貿易額は約1兆5 276億円で 輸出は 集積しており、平成21年の輸出入完成自動車の取扱台数は約75万台、貿易額は約1兆5,276億円で、輸出は 

台数 貿易額とも全国第２位 輸入は台数 貿易額とも全国第１位である 台数・貿易額とも全国第２位、輸入は台数・貿易額とも全国第１位である。 台数 貿易額 も 国第 位、輸入は台数 貿易額 も 国第 位 ある。

港が す 湾 豊 な自 境 恵 港 も 条 を す 良 な・本港が位置する三河湾は 豊かな自然環境に恵まれており 三河港内にも六条潟をはじめとする良好な干本港が位置する三河湾は、豊かな自然環境に恵まれており、三河港内にも六条潟をはじめとする良好な干 

潟 浅場がある 潟・浅場がある。 

輸移出入別取扱貨物量
港背後 自動車企業

輸移出入別取扱貨物量
三河港背後の自動車企業

輸移出入別取扱貨物量 
Ｈ２１実績（公専計） 三河港背後の自動車企業 Ｈ２１実績（公専計） Ｈ２１実績（公専計） 

三菱自動車 岡崎工場三菱自動車 岡崎工場 

788 182788 182 
万㌧ 万㌧万㌧ 万㌧ 

三河港三河港 
スズキスズキ 

湖 場トヨタ 田原工場 湖西工場トヨタ 田原工場 湖西工場 ト タ 田原 場
332 540

ﾌｫﾙｸｽﾜ ｹﾞﾝ
332 
万㌧

540 
ﾌｫﾙｸｽﾜｰｹ ﾝ 万㌧ 万㌧ ｫ万㌧ 
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港湾計画の基本方針港湾計画の基本方針港湾計画の基本方針 

◆ 定計 基本方針◆既定計画の基本方針 ◆今回計画の基本方針（目標年次：平成30年代前半）◆既定計画の基本方針 ◆今回計画の基本方針（目標年次：平成30年代前半） 

  
【物流・産業】 【物流 産業】【物流・産業】 【物流・産業】 
●東三河 西遠 南信地域を背後圏とする 国際的な物流 産業拠点の形成●東三河、西遠、南信地域を背後圏とする  国際的な物流・産業拠点の形成 

流通拠点として 周辺港湾との機能分担 ●自動車産業を中核とするモノづくり愛知の企業の競流通拠点として、周辺港湾との機能分担 ●自動車産業を中核とするモノづくり愛知の企業の競
を図りつつ 輸送革新の進展や物流需要

自動車産業を中核 す り愛 業 競
争力を強化するため 自動車流通港湾として更なるを図りつつ、輸送革新の進展や物流需要 争力を強化するため、自動車流通港湾として更なる展

の増大に対処するため 外内貿機能の強
争力を強化するため、自動車流通港湾 し 更なる
機能の拡充を図るの増大に対処するため、外内貿機能の強 機能の拡充を図る。 増 処す 、 貿機能 強

化 充実を図る
機能の拡充を図る。

化・充実を図る。 化 充実を図る。  
 
【人流 交流】

 
【人流 交流】【人流・交流】 【人流・交流】【人流 交流】 

●海洋レクリエ シ ン需要の増大に対応
【人流 交流】 
魅力ある質の高い生活環境空間の創出とみなとまち●海洋レクリエーション需要の増大に対応 魅力ある質の高い生活環境空間の創出とみなとまち●海洋レクリ ション需要の増大に対応

するため リ ナ プレジ ボ ト
 魅力ある質の高い生活環境空間の創出とみなとまち 
づくり 推進するため、マリーナ、プレジャーボート づくりの推進するため、マリ ナ、プレジャ ボ ト

ポ トを整備する
 づくりの推進 
魅力ある質 高 生活環境空間を創出するため 市スポットを整備する。 ●魅力ある質の高い生活環境空間を創出するため 市スポットを整備する。 ●魅力ある質の高い生活環境空間を創出するため、市

が憩 う が き うな 流拠点民が憩い 潤うことができるような交流拠点やレク 民が憩い、潤うことができるような交流拠点やレク
リエーション空間を確保する リエ ション空間を確保する。 

  
【環境・生活】 【環境・生活】【環境 生活】 【環境・生活】 
●港湾における快適な環境の創出を図るた 環境共生・循環型社会づくりへの貢献●港湾における快適な環境の創出を図るた  環境共生・循環型社会づくりへの貢献 

め 自然海浜の保全や人工海浜の創造を ●三河湾の多様な生態系が健全に維持され 人と自然め、自然海浜の保全や人工海浜の創造を ●三河湾の多様な生態系が健全に維持され、人と自然
行い 臨海部の特性を活かした親水空間 との豊かな触れ合いの場が確保された水辺環境を創行い、臨海部の特性を活かした親水空間 との豊かな触れ合いの場が確保された水辺環境を創
の充実・ネットワーク化を図る 出するの充実・ネットワーク化を図る。 出する。 

  
【安全・防災】 【安全 防災】【安全・防災】 【安全・防災】 
●大規模地震災害に対処するため 緊急避

【 防災】
地域への安全 安心の提供●大規模地震災害に対処するため、緊急避  地域への安全・安心の提供 

難及び緊急物資輸送のための耐震性の高
地域 安 安心 提供

●大規模地震等の発生時における 緊急物資等の輸送難及び緊急物資輸送のための耐震性の高 ●大規模地震等の発生時における、緊急物資等の輸送震
い港湾施設を整備する

●大規模地震等の発生時における、緊急物資等の輸送
機能を確保するため 大規模地震対策を推進するい港湾施設を整備する。 機能を確保するため、大規模地震対策を推進する。港湾施設を 備す 。 機能を確保するため、大規模地震対策を推進する。 
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取扱貨物量の見通し取扱貨物量の見通し取扱貨物量の見通し 
○目標年次における貨物量の見通し○目標年次における貨物量の見通し 

専用貨物 トヨタの完成自動車の輸出の回復 東京製鐵の稼働に伴う鉄鋼の取扱増加等 ・専用貨物：トヨタの完成自動車の輸出の回復、東京製鐵の稼働に伴う鉄鋼の取扱増加等 

公共貨物 三菱自動車岡崎工場での生産再開 新興国（中南米）向けの輸出及びこれに伴うトランシップ貨物の取扱い増加等 ・公共貨物：三菱自動車岡崎工場での生産再開、新興国（中南米）向けの輸出及びこれに伴うトランシップ貨物の取扱い増加等 

取扱貨物量（既定計画値） 取扱貨物量（実績値） 取扱貨物量（今回計画値）取扱貨物量（既定計画値） 取扱貨物量（実績値） 
速 値

取扱貨物量（今回計画値） 
前＜目標年次：H17年＞ ＜H22年速報値＞ ＜目標年次：H30年代前半＞＜目標年次：H17年＞ ＜H22年速報値＞ ＜目標年次：H30年代前半＞ 

うち完成自動車 うち完成自動車 うち完成自動車うち完成自動車 うち完成自動車 うち完成自動車 

共 1 485 639 961公共 1 485万ﾄﾝ 670万ﾄﾝ 639万ﾄﾝ 403万ﾄﾝ 961万ﾄﾝ 596万ﾄﾝ公共 1,485万ﾄﾝ 670万ﾄﾝ 639万ﾄﾝ 403万ﾄﾝ 961万ﾄﾝ 596万ﾄﾝ 

専用 1 551万ﾄﾝ 815万ﾄﾝ 1 396万ﾄﾝ 1 108万ﾄﾝ 2 871万ﾄﾝ 2 050万ﾄﾝ専用 1,551万ﾄﾝ 815万ﾄﾝ 1,396万ﾄﾝ 1,108万ﾄﾝ 2,871万ﾄﾝ 2,050万ﾄﾝ 

三河港の取扱貨物量の見通し三河港の取扱貨物量の見通し 
計 3 036万ﾄﾝ 1 485万ﾄﾝ 2 035万ﾄﾝ 1 511万ﾄﾝ 3 832万ﾄﾝ 2 646万ﾄﾝ計 3,036万ﾄﾝ 1,485万ﾄﾝ 2,035万ﾄﾝ 1,511万ﾄﾝ 3,832万ﾄﾝ 2,646万ﾄﾝ 

（ ）は 速報値完成自動車取扱の見通し三河港の取扱貨物量の見通し （ ）はH22速報値（ ）はH22速報値 完成自動車取扱の見通し 三河港の取扱貨物量の見通し （ ）はH22速報値 （ ）はH22速報値 

今回計画 今回計画 4今回計画  今回計画 4 
（平成30年代前半） （平成30年代前半）（平成30年代前半） （平成30年代前半） 



今 計 主な 容今回計画の主な内容今回計画の主な内容今回計画の主な内容 
【蒲郡地区】（既定計画）交流厚生用地1.5ha 【蒲郡地区】（既定計画） 
インナーハーバーを計画する【蒲郡11号岸壁】（既定計画） インナ ハ バ を計画する。 【蒲郡11号岸壁】（既定計画） 

原木や完成自動車の取扱い 【御津地区】（計画変更）蒲郡地区原木や完成自動車の取扱い
機能の強化のため 11 岸壁

【御津地区】（計画変更） 蒲郡地区 
機能の強化のため-11m岸壁 人工海浜を計画する大塚地区 
を計画する

人工海浜を計画する。 
を計画する。 

【臨港道路 東三河臨海線】（計画変更）御津地区 【臨港道路 東三河臨海線】（計画変更） 御津地区 
神野地区の埋立計画の変更及び六条

【六条潟】（新規）
神野地区の埋立計画の変更及び六条
潟の自然環境の保全に配慮するととも【六条潟】（新規） 潟の自然環境の保全に配慮するととも

「自然的環境を整備又は保全する区域」を設定 に 既存ストック活用の観点から 既存「自然的環境を整備又は保全する区域」を設定。 に、既存ストック活用の観点から、既存
海岸 道路 線の海岸堤防を活用した道路法線に変更

【神野北防波堤】（計画変更）
の海岸堤防を活用した道路法線に変更
する【神野北防波堤】（計画変更） 

施設配置計画 変更に伴う静穏度検証 結果 及び
する。 

施設配置計画の変更に伴う静穏度検証の結果、及び
六条潟

施設配置計画の変更に伴う静穏度検証の結果、及び
自然環境に配慮して 防波堤法線を変更する 六条潟 自然環境に配慮して、防波堤法線を変更する。 

【神野地区】（計画変更）【神野地区】（計画変更） 
緑地 人工海浜を計画する【神野８号岸壁】（計画変更） 緑地・人工海浜を計画する。 【神野８号岸壁】（計画変更） 

神野 号岸壁 完成自動車と 混在を解消 荷役

緑 す

神野7号岸壁の完成自動車との混在を解消し、荷役の
【神野地 】（計画変更）

神野7号岸壁の完成自動車との混在を解消し、荷役の
効率化を図るため外内貿コンテナを集約する 【神野地区】（計画変更）効率化を図るため外内貿コンテナを集約する。 港湾関 

連用地 
34 3h

【神野地区】（計画変更） 
完成自動車及びコンテナ貨物の荷役作

工業 （-12m×3Ｂ）→（-12ｍ×2Ｂ -7 5ｍ×1Ｂ）
34.3ha 神 港湾関 

連用地 
完成自動車及びコンテナ貨物の荷役作

  (-

用地 
8.9ha 

（ 12m×3Ｂ）→（ 12ｍ×2Ｂ、 7.5ｍ×1Ｂ）   (-7

神
野

北
  7 14.7ha 

業の効率化を図るため 上屋や倉庫神

-12)240

埠頭 
用地

.5)130

北
防

770 業の効率化を図るため、上屋や倉庫、
自動車関連用地等の用地として 港湾神野地区

野
８

0m
 

(2

用地 
16.5ha 

m
 

防
波

0m
 

【神野７号岸壁】（新規） 自動車関連用地等の用地として、港湾神野地区 ８
号 -12) 

40m
 

堤
 【神野７号岸壁】（新規） 

埠 地 雑を解消 自動車専 岸壁 機能強 を 関連用地49haを計画する 
埠頭用地の混雑を解消し、自動車専用岸壁として機能強化を図 関連用地49haを計画する。 埠頭用地の混雑を解消し、自動車専用岸壁として機能強化を図
るため 新規に 12m岸壁１バ スを計画するるため、新規に-12m岸壁１バースを計画する。 

( 7 5)260また -12m岸壁１バースを耐震強化岸壁として計画する。   (-7.5)260m 

【明海１号岸壁】（新規）
また、 12m岸壁１バ スを耐震強化岸壁として計画する。 
（ 12 3Ｂ） （ 12 3Ｂ 11 1Ｂ） 【明海１号岸壁】（新規） （-12m×3Ｂ） →（ -12ｍ×3Ｂ、-11ｍ×1Ｂ） 

特殊品（金属くず）を効率的田原地区 特殊品（金属くず）を効率的
岸壁

田原地区 

【田原2号岸壁】（計画変更） に取り扱うため、-7.5ｍ岸壁
明海地区【田原2号岸壁】（計画変更） 

岸壁（耐震強化岸壁） 規模を変更する

に取り扱うため、 7.5ｍ岸壁
を計画する

明海地区 
岸壁（耐震強化岸壁）の規模を変更する。 を計画する。 岸壁（耐震強化岸壁）の規模を変更する。
（ 5 5ｍ）×4Ｂ → （ 5 5ｍ）×3Ｂ （ 7 5m）×1Ｂ （-7 5ｍ×2Ｂ）260ｍ（-5.5ｍ）×4Ｂ → （－5.5ｍ）×3Ｂ、（-7.5m）×1Ｂ （ 7.5ｍ×2Ｂ）260ｍ 

国道23号国道23号 

【神野南防波堤】（計画変更）【神野南防波堤】（計画変更） ：物流 
静穏度検証結果及び自然環境に配慮して 防波

物流
：環境静穏度検証結果及び自然環境に配慮して、防波

堤の延長を変更する （930 630 ）
：環境 
その他 5堤の延長を変更する。（930ｍ → 630ｍ） ：その他 5 堤 長を変更す 。（ ）



完成自動車 取扱 に （神野地区）完成自動車の取扱いについて（神野地区）完成自動車の取扱いについて（神野地区） 完成自動車の取扱いについて（神野地区）  
既定計画 今回計画既定計画 今回計画既定計画 今回計画 

【神野7号岸壁】【神野7号岸壁】 

完成自動車を取り扱う岸壁として機 完成自動車を取り扱う岸壁として機
能強化を図るため 新規に-12m岸壁能強化を図るため、新規に 12m岸壁

バ を計 する１バースを計画する。１バ スを計画する。 
（ 12 ×3B 780 11 ×1B 190 ）（-12m×3B,780m、-11m×1B,190m） 

【神野7号岸壁】【神野7号岸壁】 【神野 号岸壁】
完成自動車の取扱いが多 完成自動車の取扱いが多

いが、コンテナ貨物等と混いが、コンテナ貨物等と混
在して取り扱 ている在して取り扱っている。 
（-12m×3B 720m） 6（ 12m×3B,720m） 6 



港 完成自動車 扱 状三河港における完成自動車の取扱い状況三河港における完成自動車の取扱い状況三河港における完成自動車の取扱い状況 

【神野地区近傍】 モ タ プ ルの状況【神野地区近傍】 モータープールの状況 

【神野地区】 モータープールの状況【神野地区】 モータープールの状況 

【神 】 完成自 車荷役状【神野地区】 完成自動車荷役状況 【神野地区】 完成自動車荷役状況

【神野地区】 タ プ ルの状況【神野地区】 モータープールの状況 
2010 1 9撮影2010.1.9撮影 

7モ タ プ ル 7：モータープール 7 タ ル



我が国 自動車 扱拠点我が国の自動車取扱拠点我が国の自動車取扱拠点我が国の自動車取扱拠点 
自動車を取扱う主要港は18港（カバ 率90％）・自動車を取扱う主要港は18港（カバー率90％） 
このうち 総取扱量 輸出入 移出入のバランス 取扱実績国数 国内港とのネットワ クや企業立地の状況・このうち、総取扱量、輸出入・移出入のバランス、取扱実績国数、国内港とのネットワークや企業立地の状況 
から 我が国において自動車取扱拠点として中心的な役割を果たす港湾は名古屋港 三河港 横浜港の3港 から、我が国において自動車取扱拠点として中心的な役割を果たす港湾は名古屋港、三河港、横浜港の3港 

主な自動車港湾の完成自動車取扱状況（H20） 主な自動車港湾の完成自動車取扱状況（H20）  
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河港を利 る自動車 カ 動向三河港を利用している自動車メ カ の動向三河港を利用している自動車メーカーの動向三河港を利用している自動車メ カ の動向 
三河港利用の主な企業：トヨタ 三菱 スズキ三河港利用の主な企業：トヨタ、三菱、スズキ 

・国内最大級の生産工場が立地しており 中米 南米といった新興国向けの取扱いが増加している状況 ・国内最大級の生産工場が立地しており、中米、南米といった新興国向けの取扱いが増加している状況。 
・一方でこれらの企業の海外工場の展開については 北米 アジアが中心 ・一方でこれらの企業の海外工場の展開については、北米、アジアが中心。 

河港 背後 自動車メ カ 場等 河港 仕向国別完成自動車輸出量三河港の背後の自動車メーカ－の工場等 三河港の仕向国別完成自動車輸出量三河港の背後の自動車メ カ の工場等 三河港の仕向国別完成自動車輸出量 

三菱自動車 岡崎工場三菱自動車 岡崎工場 菱 動車 崎 場
国内の２つある工場の内の１つ国内の２つある工場の内の１つ 
生産台数 約 台生産台数：約14万台(2009) 生産台数 約 万台( )
コルト コルトプラス RVRコルト、コルトプラス、RVR、 
グラ デ ウトラ ダグランディス、アウトランダー 

河港 背後 国内自動車メ カ 海外生産拠点三河港の背後の国内自動車メーカ－の海外生産拠点三河港の背後の国内自動車メ カ の海外生産拠点 

三河港 ﾌｫﾙｸｽﾜｰｹﾞﾝ三河港 ﾌｫﾙｸｽﾜ ｹ ﾝ 
豊橋ｲﾝﾎﾟ ﾄｾﾝﾀ ● 豊橋ｲﾝﾎ ｰﾄｾﾝﾀｰ 

● 

日本における ● 
●

● 
●●●スズキ日本における ● ●●● 
●●● 

トヨタ 田原工場
スズキ 

輸入拠点
● ● 

●●
トヨタ 田原工場 湖西工場

輸入拠点 
●

● ● 
● 

● 
●

●● 
● 湖西工場 

生産台数 32万台(2009) ● 
● 

● ● 生産台数：32万台(2009) ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ 
●

( )
LS GS IS GX RAV4 国内最大の生産工場 ｺﾛﾝﾋﾞｱ ● 

● 
●

● LS、GS、IS、GX、RAV4、 
ウィッシ ﾗﾝﾄﾞｸﾙ ｻﾞ

国内最大の生産工場 
ワゴンR MRワゴン

ｴｸｱﾄﾞﾙ 
● ● 

トヨタ
ウィッシュ、ﾗﾝﾄ ｸﾙｰｻ ｰ、 
ヴ ガ ド

ワゴンR、MRワゴン、 ｸｱﾄ ﾙ

ﾌﾞﾗｼﾞﾙトヨタ ヴァンガード アルト、パレット、
ﾌ ﾗｼ ﾙ 

三菱
ヴァンガ ド アルト、 レット、 

スイフト ソリオ等 三菱 スイフト、ソリオ等 
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ

スズキ
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ 

スズキ 
99 
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新興国 おける今後 完成自動車需要新興国における今後の完成自動車需要新興国における今後の完成自動車需要新興国における今後の完成自動車需要 

世界的な自動車市場における完成自動車の取扱実績によると 新興市場における取扱いが急増しており 欧州と北 世界的な自動車市場における完成自動車の取扱実績によると、新興市場における取扱いが急増しており、欧州と北

米での取扱いと同等程度まで成長してきている米での取扱いと同等程度まで成長してきている。 米 扱 等程度 成長 。

我が国の完成自動車の輸出における新興市場向けシ アは （ ） （ ）に増加しており 今後も新興国我が国の完成自動車の輸出における新興市場向けシェアは33％（H12）→50％（H20）に増加しており、今後も新興国 我が国の完成自動車の輸出における新興市場向けシェアは33％（H12） 50％（H20）に増加しており、今後も新興国

の経済成長に伴い 同地域の自動車市場はさらに拡大していくと考えるの経済成長に伴い、同地域の自動車市場はさらに拡大していくと考える。 

日本からの四輪車輸出の仕向地別ｼｪｱ
世界の自動車市場の推移

 日本からの四輪車輸出の仕向地別ｼｪｱ  
 世界の自動車市場の推移  

典 本自動車 業会 ﾞ ﾞ 作成出典：日本自動車工業会ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽより作成 出典 日本自動車 業会ﾃ ﾀ より作成

各国の1人あたり乗用車保有台数(H20) 各国の1人あたり乗用車保有台数(H20)  各国の 人あたり乗用車保有台数( )

出典 次世代自動車戦略2010（経済産業省）出典：次世代自動車戦略2010（経済産業省） 

新興国 中国 インド ブラジル ロシア メキシコ等新興国：中国、インド、ブラジル、ロシア、メキシコ等 
先進国：アメリカ、日本、カナダ、ドイツ、フランス、イギリス等先進国：アメリカ、日本、カナダ、ドイツ、フランス、イギリス等 

10出典：日本自動車工業会 世界の統計2010（総務省統計局）10 出典：日本自動車工業会、世界の統計2010（総務省統計局） 
より作成    より作成 



新興国 経済成長と対 貿易 動向新興国の経済成長と対日貿易の動向新興国の経済成長と対日貿易の動向新興国の経済成長と対日貿易の動向 長
包括的経済連携 す 基本方針 成 年 議決定 抜粋○包括的経済連携に関する基本方針（平成22年11月9日閣議決定）（抜粋）○包括的経済連携に関する基本方針（平成22年11月9日閣議決定）（抜粋） 

主要貿易国間において高いレベルのＥＰＡ／ＦＴＡ網が拡大している しかし こうした動きの中 我が国の取組は遅れている・主要貿易国間において高いレベルのＥＰＡ／ＦＴＡ網が拡大している。しかし、こうした動きの中、我が国の取組は遅れている。 要貿易国間 お 高 網 拡大 る。 、 う 動き 中、我 国 取組 遅れ る。

このような状況の下 我が国の貿易 投資環境が他国に劣後してしまうと 将来の雇用機会が喪失してしまうおそれがある 我が国として・このような状況の下、我が国の貿易・投資環境が他国に劣後してしまうと、将来の雇用機会が喪失してしまうおそれがある。我が国として、
「新成長戦略」（平成22年６月18日閣議決定）に示されている「強い経済」を実現するためには 市場として成長が期待できるアジア諸国や新「新成長戦略」（平成22年６月18日閣議決定）に示されている「強い経済」を実現するためには、市場として成長が期待できるアジア諸国や新

が 築 が興国、欧米諸国、資源国等との経済関係を深化させ、我が国の将来に向けての成長・発展基盤を再構築していくことが必要である。興国、欧米諸国、資源国等との経済関係を深化させ、我が国の将来に向けての成長 発展基盤を再構築していくことが必要である。 
かかる認識 下 「国を開き 「未来を拓く ため 固 決意を固め れま 姿勢から大きく踏み込み 世界 主要貿易国と 間 世・かかる認識の下、「国を開き」、「未来を拓く」ための固い決意を固め、これまでの姿勢から大きく踏み込み、世界の主要貿易国との間で、世かかる認識の下、 国を開き」、 未来を拓く」ための固い決意を固め、これまでの姿勢から大きく踏み込み、世界の主要貿易国との間で、世

界の潮流から見て遜色のない高いレベルの経済連携を進める界の潮流から見て遜色のない高いレベルの経済連携を進める。 

日本とのEPA発効後の動向 日本とのEPA発効後の動向  
協定発効

本 発効後 動向

（チリ） 協定発効 （チリ） 
08年の自動車の対08年の自動車の対
前年比輸出増加率前年比輸出増加率

＋31% 

（メキシ ）（億円） 協定発効（メキシコ） （億円） 協定発効 

自動車等を中心に自動車等を中心に
輸出が増加傾向輸出が増加傾向 

出典 我が国の各国とのEPAの進捗状況（財務省関税局）出典：我が国の各国とのEPAの進捗状況（財務省関税局） 
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出典 締結済みＥＰＡの実態把握（経済産業省）出典：締結済みＥＰＡの実態把握（経済産業省） 



自動車拠点港湾自動車拠点港湾について自動車拠点港湾について自動車拠点港湾について 
海外ではシンガポ ル港が自動車中継港とな ており 「アジア オ ト ビル タ ミナル( ) において 日本海外ではシンガポール港が自動車中継港となっており、「アジア・オートモービル・ターミナル(AATS)」において、日本 海外ではシンガポ ル港が自動車中継港となっており、 アジア オ トモ ビル タ ミナル(AATS)」において、日本

やタイ オ ト リ 等から集荷を行 中近東 ト シ プし る （ 取扱 量 うち 約 割が / 貨物）やタイ、オーストラリア等から集荷を行い、中近東へトランシップしている。（AATSの取扱い量のうち、約4割がT/S貨物）やタイ、オ ストラリア等から集荷を行い、中近東へトランシップしている。（AATSの取扱い量のうち、約4割がT/S貨物） 
我が国 は 横浜港 名古屋港 河港 シ プ貨物を扱 る実績があり 年 港湾統計デ タ は我が国では 横浜港 名古屋港 三河港でトランシップ貨物を扱っている実績があり H20年の港湾統計データでは 我が国では、横浜港、名古屋港、三河港でトランシップ貨物を扱っている実績があり、H20年の港湾統計デ タでは、

横浜港 輸 車が中 プされ る実績がある横浜港でアメリカからの輸入車が中国へトランシップされている実績がある横浜港でアメリカからの輸入車が中国へトランシップされている実績がある。 

シンガポール港 横浜港シンガポ ル港 横浜港 
AATSにおける2010年度取扱見込みAATS概要
AATSにおける2010年度取扱見込み 

輸出：16 430千ﾄﾝ （133ヶ国）AATS概要 
（中近東向け）

輸出：16,430千ﾄﾝ （133ヶ国）  
輸 （ ）会社名 ：ASIA AUTOMOBILE

（中近東向け） 
輸出国 台数 比率

輸入：  636千ﾄﾝ （  41ヶ国） 会社名 ：ASIA AUTOMOBILE  
TERMINAL SINGAPORE

輸出国 台数 比率 輸入 千ﾄﾝ （ ヶ国）
移入： 2 798千ﾄﾝ （ 8港）       TERMINAL SINGAPORE 日本 103 000 32% 移入： 2,798千ﾄﾝ （  8港） 

設立年 ：2009年1月
日本 103,000 32% 
タイ 72 000 23% 移出： 2,134千ﾄﾝ （ 8港）設立年 ：2009年1月 

総面積 約25h
タイ 72,000 23% 移出： 2,134千ﾄﾝ （  8港） 

合計 21 998千ﾄﾝ（全国ｼｪｱ10％）三菱ふそう総面積 ：約25ha ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 94 000 30% 合計：21,998千ﾄﾝ（全国ｼｪｱ10％） 三菱ふそう 

蔵置能力：19 606台
ｵ ｽﾄﾗﾘｱ 94,000 30% 
その他 48 000 15%蔵置能力：19,606台 その他 48,000 15%  

○シンガポール港における輸入完成車の 合計 317 000 100% 日産横浜工場○シンガポ ル港における輸入完成車の 
タ ナ

合計 317,000 100% 日産横浜工場 

横浜港  ターミナル ※シンガポール港取扱い見込み 横浜港タ ナ
○アジアでの完成車輸送におけるトラン

※シンガポ ル港取扱い見込み 
約98万台(2010年度）のうち

横浜港 
○アジアでの完成車輸送におけるトラン 

プタ
  約98万台(2010年度）のうち、 

AATSの取扱 は80 8 いすゞシップターミナル   AATSの取扱いは80～85％ いすゞ 
藤沢工場

  シップタ ミナル 
（K-Lineヒアリング） 藤沢工場   （K Lineヒアリング） 

日産追浜工場日産追浜工場 
シンガポ ル港をハブにした中近東向けサ ビスシンガポール港をハブにした中近東向けサービス 

トランシ プの実績トランシップの実績
約40千ﾄﾝ約40千ﾄﾝ 

中国等 20千ﾄﾝ中国等へ20千ﾄﾝ 

北米等から20千ﾄﾝ北米等から20千ﾄﾝ 
出典 港湾統計出典：港湾統計(H20)出典：港湾統計(H20) 

12※ PG・・・ペルシャ湾岸地域 12 ※ PG・・・ペルシャ湾岸地域 



河港 おける完成自動車 取扱三河港における完成自動車の取扱いについて三河港における完成自動車の取扱いについて三河港における完成自動車の取扱いについて  港
完成自動車の取扱貨物量完成自動車の取扱貨物量 完成自動車の取扱貨物量

（公共・専用 計画値）
完成自動車の取扱貨物量 

（公共・専用、計画値） （公共・専用 平成20年実績値）（公共 専用、平成20年実績値） 
<目標年次：平成30年代前半><目標年次：平成30年代前半> 

輸出 1 382万ﾄﾝ 輸出 1 525 ﾄ輸出 1,382万ﾄﾝ 輸出 1 525万ﾄﾝ輸出 1,382万ﾄﾝ 輸出 1,525万ﾄﾝ 

輸入 111万ﾄﾝ 輸入 171万ﾄﾝ輸入 111万ﾄﾝ 輸入 171万ﾄﾝ 輸入

移出 364万ﾄﾝ 移出 354万ﾄﾝ移出 364万ﾄﾝ 移出 354万ﾄﾝ 

移入 594万ﾄﾝ 移入 597万ﾄ移入 594万ﾄﾝ 移入 597万ﾄﾝ移入 594万ﾄﾝ 移入 597万ﾄﾝ 

計 2 452万ﾄﾝ 計 2 646万ﾄﾝ計 2,452万ﾄﾝ 計 2,646万ﾄﾝ 

河港 おけるト シ プ 実績 今回計画 おける考え方（新規流動 ）三河港におけるトランシップの実績 今回計画における考え方（新規流動のみ）三河港におけるトランシップの実績 今回計画における考え方（新規流動のみ） 

中国 韓国等 国内各港 中国等ｱｼﾞｱ中国・韓国等 国内各港 中国等ｱｼ ｱ 中国 韓国等 国内各港 

9万トン北九州等 国内各港
9万トン 北九州等 国内各港国内各港 

26万トン
三河港で

26万トン 
三河港で 三河港で 三河港で 港

積み替え
港

積み替え 積み替え 積み替え 積み替積み替

欧州等 中南米欧州等 中南米の
南米・豪州等

中南米の 
新南米・豪州等 

北米等 新興国北米等 新興国 北米等 
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完成自動車 扱完成自動車の取扱いについて完成自動車の取扱いについて完成自動車の取扱いについて 

港 お る大宗貨物 完成自動車（ 扱 貨物全体 約 割 ）・三河港における大宗貨物は完成自動車（取扱い貨物全体の約７割のシェア）三河港における大宗貨物は完成自動車（取扱い貨物全体の約７割のシェア） 
目標年次における取扱貨物量の見込みについても 完成自動車のシェアは約７割（専用 公共比率は８：２）・目標年次における取扱貨物量の見込みについても、完成自動車のシェアは約７割（専用、公共比率は８：２） 
今回計画 は 完成自動車 取扱 うち 専用貨物に は 企業 リ グより実績程度を見込む・今回計画では、完成自動車の取扱いのうち、専用貨物については、企業ヒアリングより実績程度を見込む。今回計画では、完成自動車の取扱いのうち、専用貨物については、企業ヒアリングより実績程度を見込む。 

・公共貨物については 新興国（中南米）向けの輸出の増加 これに伴うトランシップ貨物の増加などを見込む・公共貨物については、新興国（中南米）向けの輸出の増加、これに伴うトランシップ貨物の増加などを見込む。 

完成自動車（公共）の取扱い見通し完成自動車（公共）の取扱い見通し （ ）H22速報値完成自動車（公共）の取扱い見通し （ ）H22速報値 

今回計画今回計画 
（平成30年代前半）（平成30年代前半） 
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三河湾における自然環境の保全に係る取り組み三河湾における自然環境の保全に係る取り組み三河湾における自然環境の保全に係る取り組み 
あさり類漁獲量あさり類漁獲量 

90 000
愛知県はアサリの 大産地で 平成21年のあさりの

90,000 
愛知県はアサリの一大産地で、平成21年のあさりの

80 000
漁獲量は全国１位 全国シェアの約６割を占めてお

80,000 
漁獲量は全国１位、全国シェアの約６割を占めてお

70 000
り 三河港の六条潟周辺はあさり稚貝の供給場所と

70,000 
り、三河港の六条潟周辺はあさり稚貝の供給場所と

,
、 港 条潟周 あ 貝 給場

な ている
60,000 全国シェアの約6割（H21）なっている。 

, 全国シェアの約6割（H21） な る。
50,000 

 
,

全国

【シ ブル 事業の概要】
40,000 

全国 
【シーブルー事業の概要】

0,000
愛知県【シ ブル 事業の概要】 

海域環境改善のため 平成１０年度 １６年度まで
30,000

愛知県 
海域環境改善のため、平成１０年度～１６年度まで

30,000 
 海域環境改善のため、平成１０年度 １６年度まで
に 中山水道航路の浚渫により発生した良質な砂を利

20,000
に、中山水道航路の浚渫により発生した良質な砂を利

20,000 
に、中山水道航路の浚渫により発生した良質な砂を利
用し 三河湾内３９箇所 約６２０ の干潟 浅場造成

10 000
用し、三河湾内３９箇所、約６２０haの干潟・浅場造成、

10,000 
用し、三河湾内３９箇所、約６２０haの干潟 浅場造成、
覆砂を行 る 万ﾄﾝ0

ﾄ覆砂を行っている。 万ﾄﾝ 0 
H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21

ﾄﾝ 覆砂を行っている。 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 
出典：海面漁業魚種別漁獲量累年統計（都道府県別）、漁業養殖業生産統計／農林水産省統計部  出典 海面漁業魚種別漁獲量累年統計（都道府県別）、漁業養殖業 産統計 農林水産省統計部

シ ブル 事業の実施箇所シーブルー事業の実施箇所シ ブル 事業の実施箇所 

三河港三河港 

六条潟六条潟 

中山水道航路中山水道航路中山水道航路 （田原地区）中山水道航路 （田原地区） 中 航路

直轄施工箇所：14箇所直轄施 箇所：14箇所 

15愛知県水産課施工箇所：15箇所 15 愛知県水産課施工箇所：15箇所 
愛知県港湾施工箇所：10箇所愛知県港湾施工箇所：10箇所 



今 計 おける環境保全 り組今回計画における環境保全の取り組み今回計画における環境保全の取り組み今回計画における環境保全の取り組み  
・建設機械等製造工場の生産拠点の集約化・効率化 海外展開等の状況の変化に伴い 土地利用計画を見直し建設機械等製造工場の生産拠点の集約化 効率化、海外展開等の状況の変化に伴い、 土地利用計画を見直し。 
あさり稚貝の供給場所として近年重要性を増していることから 六条潟の保全等を図る・あさり稚貝の供給場所として近年重要性を増していることから、六条潟の保全等を図る。あさり稚貝の供給場所として近年重要性を増していることから、六条潟の保全等を図る。 

今回計画における対応既定計画 今回計画における対応既定計画 今回計画における対応  既定計画  

六条潟
自然的環境を整備又は

六条潟 
自然的環境を整備又は
保全する区域に設定保全する区域に設定 

静穏度検証 結果 び静穏度検証の結果及び静穏度検証の結果及び
自然環境に配慮した防自然環境に配慮した防
波堤配置の変更波堤配置の変更 

土地利用計画の土地利用計画の
見直 伴う埋見直しに伴う埋見直しに伴う埋
立面積の縮小立面積の縮小 

静穏度検証の結静穏度検証の結
果及び自然環境果及び自然環境
に配慮して防波堤に配慮して防波堤
の切り離しの切り離し 切り離
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港湾計 おける 潟等 環境保全 り組港湾計画における干潟等の環境保全の取り組み港湾計画における干潟等の環境保全の取り組み港湾計画における干潟等の環境保全の取り組み 
づ び 響が が基本方針に基づき 開発及び利用により影響が及ぶことが懸念される範囲にある環境の保全上重要な干潟等につ 基本方針に基づき、開発及び利用により影響が及ぶことが懸念される範囲にある環境の保全上重要な干潟等につ
び を考慮 境 響 避 減を 等適 な維持 努 きいては 開発及び利用との調和を考慮しつつ 環境への影響の回避 低減を図る等適切な維持に努めてきたところいては、開発及び利用との調和を考慮しつつ、 環境への影響の回避、低減を図る等適切な維持に努めてきたところ。 

境 保全 保全重要港湾126港のうち 自然的環境を保全する区域を設定している港湾は15港であり 干潟の保全に配慮した計画 重要港湾126港のうち、自然的環境を保全する区域を設定している港湾は15港であり、干潟の保全に配慮した計画

を策定している港湾は6港を策定している港湾は6港。 

事例① 那覇港 事例② 木更津港（盤洲干潟）事例①：那覇港 事例②：木更津港（盤洲干潟） ① ②

変更前 三番瀬変更前 三番瀬 変更前 

東京湾で最大級の盤洲・東京湾で最大級の盤洲
干潟を「自然的環境を保干潟を「自然的環境を保
全する区域」とし 将来的全する区域」とし、将来的
にも港湾開発を行わなにも港湾開発を行わないにも港湾開発を行わない
空間として計画盤洲干潟 空間として計画。 盤洲干潟 

木更津港都市機能 木更津港 都市機能 
用地 用地

変更後変更後 
陸域 確保 削除陸域で確保→削除 陸域で確保 削除

変更後変更後 土地造成計画の縮小に伴い変更後 土地造成計画の縮小に伴い、
既設の環境保全ゾ ンを拡大 自然的環境を保全既設の環境保全ゾーンを拡大 自然的環境を保全

する区域の拡大する区域の拡大 

自然的環境を保全する自然的環境を保全する
区域 設定区域の設定 区域 設定
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確 視点確認の視点確認の視点確認の視点 

国としての確認の視点国としての確認の視点
確認事項

国としての確認の視点 
確認事項 確認事項

基本方針※ 基本方針

Ⅱ港湾機能の拠点的な配置と能力の強化Ⅱ港湾機能の拠点的な配置と能力の強化 機
３ バルク貨物等の輸送の拠点３ バルク貨物等の輸送の拠点 

自動車取扱拠点の配置
貨物等 輸送 拠点

産業の立地状況 資源の産出地 消費地の分布状況 エネル自動車取扱拠点の配置 ・産業の立地状況、資源の産出地・消費地の分布状況、エネル自動車取扱拠点 配置 産業 地状況、資源 産出地 消費地 分布状況、 ネ
ギ 拠点の立地状況等に対応し 品目ごとの陸上輸送や海上輸ギー拠点の立地状況等に対応し、品目ごとの陸上輸送や海上輸ギ 拠点の立地状況等に対応し、品目 との陸 輸送や海 輸
送の状況等を考慮して配置送の状況等を考慮して配置。送の状況等を考慮して配置。 

Ⅳ自然環境の積極的な保全Ⅳ自然環境の積極的な保全 
① 良好な自然環境の維持① 良好な自然環境の維持 
開発及び利用により影響が及ぶことが懸念される範囲にある・開発及び利用により影響が及ぶことが懸念される範囲にある響

環境の保全上重要な干潟等については 開発及び利用や背後地環境の保全上重要な干潟等については、開発及び利用や背後地環境 保 要な干潟等 、開発及 利用 背後
域の防災との調和を考慮しつつ 環境への影響の回避 低減を域の防災との調和を考慮しつつ、環境への影響の回避、低減を域 防災 調和を考慮し 、環境 影響 回避、低減を
図る等適切な維持に努める図る等適切な維持に努める。 図る等適切な維持に努める。

干潟等の自然環境保全に係る取り組み干潟等の自然環境保全に係る取り組み 
Ⅴ港湾相互間の連携の確保Ⅴ港湾相互間の連携の確保 
⑤ 中部地域⑤ 中部地域 
・伊勢湾は 閉鎖性の強い三河湾を含む内湾であり 外海との・伊勢湾は、閉鎖性の強い三河湾を含む内湾であり、外海との
海水交換が十分でないため 水質及び底質環境が良好でない海水交換が十分でないため、水質及び底質環境が良好でない。 
このため 多様な主体と協働し 現存する干潟等の良好な自然このため、多様な主体と協働し、現存する干潟等の良好な自然良
環境の保全に努めるとともに 陸域から流入する汚濁負荷の低環境の保全に努めるとともに、陸域から流入する汚濁負荷の低環境 保 努 、陸域 流 す 汚濁負荷 低
減を進める減を進める。 減を進 る。

港湾 び保全並び 保全航路 する基本方針※港湾の開発 利用及び保全並びに開発保全航路の開発に関する基本方針※港湾の開発、利用及び保全並びに開発保全航路の開発に関する基本方針 
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